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はじめに

　2020年の初頭より新型コロナウィルス感染症（COVID-19）の感染が拡大し、人々は日常
生活での様々な活動の自粛が求められている。この感染拡大は高等教育の運営にも大きな影
響を与え、日本全国の大学においては４月から講義が開講できない状況が続いていた。この
状況の中で大阪商業大学（以下、本学）では４月から開講される予定であった講義の実施が
５月11日開始に変更され、講義の実施形態も対面授業ではなく本学のe-learningシステムで
あるmanabaを活用した遠隔授業によって行われることになった。遠隔授業による講義につ
いては、感染拡大が起こる前キャンパスが離れている大学などで実施されることがあったが、
現在新型コロナウィルス感染症の感染拡大により遠隔授業による講義を実施しなくては高等
教育の運営が不可能な状況である。全国の大学・高等専門学校を対象に行った文部科学省の
調査によると、2020年５月20日時点で授業を実施していると回答のあった大学・高等専門学
校は864校（回答全体の80.4%）であり、授業を実施している大学・高等専門学校の90.0%が
遠隔授業のみによる講義を実施していた。本学でも５月11日よりほぼすべての講義が遠隔授
業によって実施されることになり、報告者が2020年度前期に担当していた「心理学Ⅰ」では、
本学のe-learningシステムであるmanabaを用いた講義運営を行っていた。
　2020年度に報告者が担当している「心理学Ⅰ・Ⅱ」は副専攻科目であり、教育職員免許法
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施行規則第５条にて、免許科目「公民」の教科に関する項目で挙げられている科目の１つで
ある。本論文では、報告者が本学の教職：教科に関する科目にて担当している「心理学Ⅰ・Ⅱ」
について、2020年度前期のコロナウィルス感染症の感染拡大状況にて遠隔授業を実施した「心
理学Ⅰ」の講義の構成と内容を説明する。次に遠隔授業を実施するに際し、講義内容の理解
と知識の定着を促進するために報告者が実践した講義運営の方法について紹介する。そして
最後にその取り組みの成果について対面授業で行った2019年度の「心理学Ⅰ」との比較を行
い、遠隔授業を含めた今後の講義運営について総括を行う。

１．心理学Ⅰの講義内容について

　心理学（psychology）は、人間の心と行動の関連とメカニズムについて探求する学問である。
現在日本の初等・中等教育では心理学を体系的に学ぶ機会はなく、学生は大学にて初めて学
問としての心理学を学ぶ機会を得る。多くの学生は心理学に関しては初学者であり、心理学
を学ぶことで人の心が手に取るようにわかるといったイメージを持っていることが多い。こ
のようなイメージはマスメディアが発信する心理学の一領域に偏った情報や、心理ゲームの
ような心理学的な要素を含んだ娯楽に触れることによって形成されている。しかし、大学で
学ぶ心理学は、実験法や調査法、観察法などの心理科学研究法を用い、客観的なエビデンス
を積み重ねることにより発展してきた科学である。このような科学的な心理学について大学
の講義にて学ぶことで、学生は科学的な視点から人間の様々な行動や心理を捉えることがで
き、社会生活の様々な場面に応用し役立てることができるようになる。本学ではこのような
科学的な心理学の科目として、2020年度前期に心理学Ⅰを経済学科、経営学科、商学科、公
共学科の学生を対象に開講していた。

1−1．心理学Ⅰの到達目標と成績評価基準
　学生は心理学に関しては初学者であるので、心理学が心理科学研究法を用いて客観的なエ
ビデンスを重ねてきた科学であると知ること、そして、心理学が科学であると理解したうえ
で、科学的な視点から人間の行動を捉え理解できるようになることが重要である。そこで、
心理学Ⅰでは「心理学の領域で得られた基礎的な知見・考え方を理解し、自分の言葉で説明
できるようになる」ことと、「心理学の領域で得られた基礎的な知見・考え方を自分の生活
に応用し、役立てられるようになる」ことを講義の到達目標として設定している。これらの
到達目標を達成するため、「この科目で説明された心理学の基礎的な知見を理解し、自分の
言葉で説明できるか」、「その知見を自分の日常生活に当てはめ、応用し考察できるか」とい
う知識の理解と応用を心理学Ⅰでは成績評価基準として設けている。次に心理学Ⅰの授業計
画の内容と成績評価方法について説明する。

1−2．心理学Ⅰの授業計画と成績評価方法
　心理学Ⅰでは、初学者である学生に対し心理学が科学であることを理解させることから始
めることを念頭に置き、遠隔授業の形式で講義を実施するための授業計画を立てた。そのた
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め、前半の講義では心理学の目的や様々な領域の心理学についての概説、心理科学研究法に
ついての説明、ギリシャ哲学から心理が科学として成り立つまでの心理学史の説明を行った。
そして、後半にかけて科学的な心理学についての知見を深めるため、脳科学、比較心理学・
動物心理学、認知心理学、学習心理学、行動分析学、思考心理学、パーソナリティ心理学の
領域における学説や実験の説明を行った。このように心理学Ⅰでは、まず前半の講義にて心
理学についての誤った理解を矯正し、心理学が科学であることの理解を深めさせ、後半では
学習心理学や行動分析学を中心に人間の行動について客観的に分析する重要性を知ることが
できるという構成になっていた。
　心理学Ⅰの成績評価方法について、各講義は遠隔授業の形式で実施されていたので、講義
内容の理解度を測り平常点として加算するため、ディスカッションタイムへの意見入力と小
テストへの解答、復習・予習レポートの作成の３つの課題を学生に課した。ディスカッショ
ンタイムへの意見入力と小テストへの解答については、manabaの小テスト機能を使用し実
施した。次に、復習・予習レポートの作成についてはmanabaのレポート機能を使用して実
施した。定期試験についても同様にmanabaの小テスト機能を用いて実施し、平常点と学期
末試験得点の合計得点から単位認定のための総合評価を行った。

２．e-lerningシステム（manaba）を活用した講義運営

　心理学Ⅰでは遠隔授業の形式で講義が実施されていたが、講義内容の理解と知識の定着を
促進するため、報告者は学習心理学や行動分析学の研究で得られた「学習理論」を応用し、
心理学的手法を用いた講義運営を行った。「学習理論」とは、人を含む動物の行動が環境に
存在する刺激によって生起するというものである。つまり、遠隔授業の形式において心理学
への理解と知識の定着を促進するためには、学生が自ら積極的に「manabaにアクセスする
行動」、「アップロードされた教材の内容を確認する行動」、「課題に取り組むという行動」を
生起させる必要があり、それぞれの学習行動を生起させるための刺激が必要である。また、
生起した行動を獲得させ維持させるために役立つのが、行動分析学の「行動随伴性の理論」
である。人の行動の獲得と維持には行動をした後の結果が関連しており、学習行動を獲得、
維持させるには「学習行動の後に、良い結果（報酬）が与えられること」が必要である。そ
こで、報告者は心理学Ⅰの遠隔授業においてそれぞれ学習行動を生起させるための刺激を準
備し、学習行動の後に、良い結果（報酬）が与えられる環境設定を行った。

2−1．manaba上での学習行動の促進
・manabaシステムにアクセスする行動
　報告者は心理学Ⅰの遠隔授業におけるmanaba上での学習行動としてまず「manabaに
アクセスする行動」を設定し、この行動を生起させるための刺激を設定した。図１には、
manabaのコースコンテンツ機能を用いて講義資料をアップロードした画面が示されている。
アクセスの集中を避けるため、各講義の資料は各開講日の午前９：00より表示されるように
設定していた。また、前期の期間が終わるまですべての講義の資料がダウンロードし閲覧す
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ることができるように設定していた。また、図２には小テスト機能を用いて設定したディス
カッションタイムと小テストの画面が示されており、図３にはレポート機能を用いて設定し
たレポート課題の提出画面が示されている。ディスカッションタイムへの意見入力と小テス
トへの解答、復習・予習レポートの提出についてもアクセスの集中を避けるため、各講義の
終了時から1週間の提出期間を設けていた。

図 1　manaba のコースコンテンツ画面

図 2　manaba のディスカッションタイムと小テストの画面
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　図１に示されている全講義の資料は、一度に全てアップロードされるのではなく各開講日
に講義資料がそれぞれアップロードされるよう設定していたので、学生は定期的にmanaba
にアクセスするという学習行動を生起させなければならなかった。また、各講義の内容につ
いて講義後にディスカッションタイムへの意見入力、小テストへの解答、レポート課題の作
成を毎回行うと平常点が加算されるという報酬が得られるよう学習環境を設定していたの
で、これらの課題に関しても学生は定期的にmanabaにアクセスするという学習行動を生起
させなければならなかった。このように学習環境が設定されたことにより、manaba上での
学習行動を促進するため重要になる「manabaシステムにアクセスする行動」が生起し獲得
され維持されることにつながると考えた。

・アップロードされた教材の内容を確認するという行動
　図４にはmanabaのコースコンテンツ機能を用いてアップロードされた講義資料の一部が
示されている。各講義資料はMicrosoft PowerPointを使用して作成した。講義資料の上部に
は重要箇所が空欄にされたスライドが示されており、そのスライドの内容に関する解説の説
明文が講義資料の下部に記載されていた。図４に示されているように各講義資料のスライド
の重要箇所は空欄になっているので、学生は講義資料をダウンロードだけすれば良いわけで
はなく講義資料の下部に記載されていた説明文を自ら読む行動、空欄箇所に該当するキー

図 3　manaba のレポート課題の画面
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ワードを説明文の中から抽出する行動、空欄箇所にキーワードを自らの手で記入する行動の
３つの学習行動を生起させ講義資料を完成させなければならなかった。そして、これらの学
習行動により講義資料が完成しその内容を参照することで、ディスカッションタイムへの意
見入力、小テストへの解答、レポート課題の作成が容易になり、平常点という報酬を獲得し
やすくなるのである。このように学習環境を設定することで、「アップロードされた教材の
内容を確認する行動」が生起し獲得され維持されると考えた。また、各講義が実施された1
週間後に空欄箇所に入るキーワードのみ印字した講義資料をアップロードし、自ら記入した
キーワードが間違っていないか確認できるようにしていた。

2−2．manaba外での学習行動の促進
・課題に取り組むという行動
　報告者は、心理学Ⅰのmanabaシステム外における学習行動として「課題に取り組むとい
う行動」を設定し、この行動を生起させる刺激としてディスカッションタイムへの意見入力
と小テストへの解答（図２参照）、復習・予習レポートの作成（図３参照）の２つの課題を
学生に課した。
　ディスカッションタイムへの意見入力と小テストについて、この課題への解答は講義時間

図 4　講義資料の例
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終了後にmanaba上にて入力が可能になるように設定されていた。コースコンテンツにアッ
プロードされた講義資料を確認せず完成させずに小テストに解答した場合、問題の正答がわ
からず点数が低くなるよう問題の内容を設定していた。したがって小テストの点数が明らか
に低く、入力された小テストの解答内容から講義資料の内容を確認・理解せずに解答してい
たとみなされた場合は、各講義の平常点から減点を行った。
　次に復習・予習レポートの作成と提出も講義時間終了後にmanaba上にて可能になり、復
習レポートは各講義の講義資料の内容を確認することで作成が可能であった。しかし、予習
レポートは次回受講する講義内容に関するキーワードについて説明する内容となっていたの
で、インターネットなどを活用し自分の手で調べるという学習行動を生起させる必要があっ
た。
　このように、ディスカッションタイムへの意見入力と小テストへの解答、復習・予習レポー
トの作成という２つの課題を設定し、それぞれの課題に関して平常点を与えフィードバック
を行うことで「課題に取り組むという行動」が生起し獲得され維持され、manabaシステム
外での学習行動の促進がなされると考えた。

３．取り組みの成果（2020年度と2019年度の比較）

　報告者は、心理学Ⅰの到達目標を「心理学の領域で得られた基礎的な知見・考え方を理解
し、自分の言葉で説明できるようになる」ことと、「心理学の領域で得られた基礎的な知見・
考え方を自分の生活に応用し、役立てられるようになる」ことの２つに設定していた。そし
て、到達目標の達成のため「この科目で説明された心理学の基礎的な知見を理解し、自分の
言葉で説明できるか」、「その知見を自分の日常生活に当てはめ、応用し考察できるか」とい
う知識の理解と応用を成績評価基準として設けていた。これらの到達目標の達成をするため、
報告者は「学習理論」と「行動随伴性の理論」を講義運営に応用し、manaba上での学習行
動の促進とmanaba外での学習行動の促進に努めた。そこで、本学のe-learningシステムであ
るmanabaを活用しコロナ禍での遠隔授業を実施した2020年度心理学Ⅰについて、対面授業
で行った2019年度の心理学Ⅰとの比較を行いその取り組みの成果を検討する。

3−1．manaba使用状況の比較
　表１には、2020年度と2019年度それぞれのmanabaへのアクセス平均回数と範囲、復習・
予習レポート課題提出の平均回数が示されている。manabaへのアクセス平均回数を比較し
てみると、2020年度のアクセス回数は2019年度のアクセス回数のおよそ５倍になっている。
2019年度の心理学Ⅰでは対面授業を行い、授業時間中に配布した資料のアップロードと復習・
予習レポートの提出にmanabaを利用していた。2020年度は遠隔授業という形式で講義を実
施するにあたり、学生は2019年度のmanaba利用方法に加え配布資料のダウンロードとディ
スカッションタイムへの意見入力と小テストへの解答をmanaba上にて行わなければならな
かった。このようなmanaba利用方法の違いにより、2019年度と2020年度のアクセス回数の
違いが表れたと考えられる。また、復習・予習レポート課題提出の平均回数に関しては2020
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年度の数値が高くなっているが、授業期間の違いから復習予習レポート課題が出された回数
は2020年度が全14回、2019年度が全15回であった。したがって、提出する割合で結果を比較
してみると2020年度の方がレポートを提出する傾向がさらに高いことが伺える。
　遠隔授業という実施形態からこのような結果になったことが伺えるが、2020年度のレポー
ト課題の提出の割合が高かったことから、今回の学習環境の設定によってmanabaの使用頻
度が高まり、授業外での学習行動の促進がされる可能性が示されたと言えよう。

3−2．成績結果と内容の比較
　表２には2020年度前期開講科目であった心理学Ⅰの成績結果として、各総合評価における
人数と割合、ディスカッションタイムと小テストの提出回数、レポート提出回数と学期末テ
ストの平均得点が示されている。2020年度の心理学Ⅰでは、全12回のディスカッションタイ
ムと小テストの提出と内容評価、全14回の復習予習レポートの提出と内容評価をもとに平常
点（合計60点）を換算した。そして、記号問題40問（各１点）からなる学期末試験（40点満点）
を実施し、平常点と学期末試験得点の合計得点から総合評価を行った。受講生の合計人数は
474名であった。この中には旧カリキュラムで通年科目になっている学生も含まれているが、
前期の平常点と学期末試験の結果から同様に総合評価を行っている。
　表２を見てみると、単位認定された学生の割合は全体の87.1%であり、A+とAの学生は全
体の80.1%であったことから、報告者が行った講義運営は満足できる成果があったといえよ
う。次にディスカッションタイムと小テスト、復習・予習レポートの提出率の結果を見てみ
ると、提出率の高さは総合評価の良さと関連している傾向があり、遠隔授業という実施形態
でも今回のような学習環境を設定することで、授業外での学習行動を促進できることが示
されたと言えよう。また、評価DとEの学生の提出率の結果について比較してみると、評価
がEの学生の方が高いという結果が得られた。これは普段真面目に課題に取り組んでいたが
manaba上での学年末定期試験が未受験になってしまうという学生がいたため得られた結果
であった。この結果から、今後はmanabaの操作方法の周知や試験や講義の情報共有をより
徹底する必要性が伺えた。
　表３には2019年度前期に対面授業で開講された心理学Ⅰの成績結果として、各総合評価
における人数と割合、出席率、レポート提出回数、学期末テストの平均点が示されている。
2019年度の心理学Ⅰでは、全15回の復習・予習レポートの提出と内容評価をもとに平常点（合
計60点）を換算し、記号問題40問（各１点）からなる学期末試験（40点満点）の得点との合
計から総合評価を行った。2019年度と2020年度との成績評価の基準の違いは、平常得点の
換算にディスカッションタイムと小テストの提出と内容評価が加えられているかいないかで
あった。講義実施と試験実施の形態、成績評価の基準が異なるので単純に比較することはで

表１　各年度のmanaba使用状況

年度

2020年度
2019年度

manabaアクセス
平均回数と範囲

レポート提出
平均回数

775.8 回（0-2795）
156.2 回（0-1088）

12.1（全14回）
11.2（全15回）
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きないが、評価がA＋の学生の割合が2020年度の方が高いという結果が得られた。この原因
として、2020年度の定期テストはmanaba上での実施で、受験する際に資料の持ち込みが可
能な状態であったことがあげられる。今後遠隔授業をする際には、定期テストの難易度の設
定もしくは実施形態に関して再考する必要があろう。

3−3．授業評価アンケート結果の比較
　表４には、2020年度心理学Ⅰについての授業評価アンケートの結果が示されており、表５
には2019年度心理学Ⅰについての授業評価アンケート結果が示されていている。「関心が持
てる授業内容である（4.1）」と「教員の授業内容の説明はわかりやすい（4.1）」の評価項目
が高かったことから、報告者が実施した講義運営方法により遠隔授業でも心理学を学ぶ動機
づけを高められること、授業内容の説明が伝わることが示された。しかし、表５に示されて
いる2019年度の授業評価アンケートの結果とそれぞれ比較すると、どちらも0.1ポイント低
くなっていることがわかる。この結果から学びへの動機づけをより高めるために、そして授
業内容をより伝わりやすくするためには対面授業での実施が望まれよう。また、「この授業
を受けて、いろいろな視点から物事を見ることができるようになった（3.9）」の評価項目が
高かったことから、心理学の知識を自分の日常生活に当てはめ応用・考察できていることが
示された。しかし、こちらも2019年度の結果と比較し0.1ポイント低くなっていることから、
対面授業での実施が講義の目標により到達しやすくするためには望まれよう。

表２　2020年度　履修生の成績結果と内容

総合評価

A+
A
B
C
D
E

人数

318（67.1%）
62（13.1%）
17（3.6%）
16（3.4%）
16（3.4%）
45（9.5%）

ディスカッションタイム
小テスト提出
平均回数
（全12回）

11.9（99.2%）
10.5（87.5%）
9.5（79.2%）
8.0（66.7%）
4.7（39.2%）
4.9（40.8%）

レポート提出
平均回数
（全14回）

13.9（99.3%）
12.1（86.4%）
10.4（74.3%）
7.2（51.4%）
3.6（25.7%）
4.6（32.9%）

学期末テスト
平均点

37.7
34.6
30.7
31.0
24.3
－

表３　2019年度　履修生の成績結果と内容

総合評価

A+
A
B
C
D
E

人数

134（32.4%）
61（14.7%）
58（14.0%）
57（13.8%）
60（14.5%）
44（10.6%）

出席率

93.6%
84.3%
79.3%
72.1%
59.3%
19.3%

レポート提出
平均回数
（全15回）

14.8（98.7%）
13.9（92.7%）
12.8（85.3%）
10.8（72.0%）
6.2（41.3%）
1.2（8.0%）

学期末テスト
平均点

35.2
31.5
29.3
26.8
22.2
－
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　次に「授業内容が理解できている（3.9）」の評価項目の結果が高く2019年度と比較しても0.1
ポイント高くなっていたことから、報告者が実施した講義運営方法によって対面授業よりも
授業内容の理解が促進されることが示された。遠隔授業を実施するにあたり、報告者はディ
スカッションタイムへの意見入力と小テストへの解答、復習・予習レポートの作成という２
つの課題を設定していた。このように課題に毎回取り組まなければならないという学習環境
の設定が、学生自らの学習行動の促進につながり授業内容のさらなる理解につながったのだ
と考える。

表４　2020年度　授業評価アンケート結果（2020年7月20日実施）
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４．総括

　報告者は遠隔授業においても、学生の心理学の理解と知識の定着を促進し、学生が心理学
の知識を自分の日常生活に当てはめ応用し考察できるようになれるよう、学習心理学や行動
分析学の研究で得られた理論を応用し講義運営を行った。報告者が実施した講義運営方法に
ついては、客観的な使用状況の結果や成績結果からも学生の主観報告である授業評価アン
ケートの結果からも満足のいく学習効果を示すことができた。
　現在、本学では2020年度後期の講義が始まり、コロナウィルス感染拡大に配慮しながらの
対面授業が進められている。しかし、今後の感染拡大の状況によって再度遠隔授業による講
義運営が始まる可能性は無くならないであろう。そのような状況の中で、遠隔授業による講
義運営においても対面授業と同じ学習効果を得られるようにすることはとても重要である。
本論文の結果から報告者が実施した講義運営の方法を採用することにより、遠隔授業でも対
面授業と同様の高い学習効果が得られることが示されたが、学ぶ動機づけや授業内容の説明・
応用に関しては対面授業を実施する方が良いことがわかった。しかし、授業内容の理解に関

表５　2019年度　授業評価アンケート結果（2019年7月18日実施）
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しては報告者が実施した講義運営の方法を採用することにより、遠隔授業を実施する方が良
いことが示された。これらのことから対面授業と遠隔授業のどちらの方が優れているという
視点ではなく、今後のコロナウィルス拡大の状況によって実施された授業形態について、そ
れぞれの授業形態の強みを認識し運営を行っていくことが望まれよう。
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